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パキスタンにおける一帯一路構想の進行状況－現地調査を通して
清末 愛砂
１。 はじめに
　
本報告の目的は、 パキスタンでの二度にわたる現地調査を通して見えてきた 「パキスタ
ン◎中国の経済回廊」（Ｃｈｉｎａ‐ＰａｋｉｓｔａｎＥｃｏｎｏｍｉｃＣｏｍｄｏｒ／ＣＰＥＣ） （以下、 「ＣＰＥＣ」 という。）
の進行状況を紹介することにある。
現地調査は、２０１７年２月２５日から３月４ 田こかけて、 および同年９月２１日から３０日に
かけて実施した（日本からの移動日を除く）。現地調査を実施するにあたり、先に２０１６年の
本科研の研究会（２０１６年６月１１日、室蘭工業大学）で調査計画の概要を報告するとともに、
現地での聞き取り調査時の留意点、 とりわけ ＣＰＥＣ 関連プロジェクトの工事現場の訪問許
可の取得問題やパキスタン軍の警備下にある工事現場での撮影問題等の打開策を出席者と
相談した。また、各現地調査終了後に本科研の研究会（２０１７年１２月２３日於新潟県立大学）
でその報告を行った。
第一次現地調査は、主にはイスラマバード（中国企業の事務所への訪問、中国との取引を
行うパキスタン人貿易商、 国立現代語大学 （ＮａｔｉｏｎａＩＵｎｉｖｅｒｓｉ夢ｏｆＭｏｄｅｍＬａｎｇｕａｇｅｓ） 内に開
設されている孔子学院や同大学の中国語学科、孔子学院で学ぶ学生の自宅、中国製品を販売
するスーパー◎マーケット、駐在している中国人が利用する大型ショッピング◎モール、国
際イスラーム大学イスラマバー ド校 （ｌｎｔｅｍａｔｉｏｎａｌｌｓｌａｍｉｃＵｎｉｖｅｒｓｉ鰯 ｌｓｌａｍａｂａｄ）、 ＣＰＥＣ に詳
しいパキスタン人研究者等）、 カラコルム◎ハイウェイ （詳細は後述の通り） の近くで実施
されている中国企業による道路工事の現場等を訪問し、可能な限り聞き取りを行った。また、
イスラマバードで開催された ＣＰＥＣ 関連の国際セミナー“Ｃｈａｎｇｉ纏ｇＲｅｇｉｏｎａＩＳｃｅｎａｒｉｏａｎｄ
Ｃｈｉｎａ‐ＰａｋｉｓｔａｎＥｃｏｎｏｍｉｃＣｏｎｉｄｏｒにも出席し、 ＣＰＥＣ をめぐるパキスタン内での評価や課題
および今後の動向等に関する見識を得た。
第二次現地調査は、 カラチからハイウェイ （幹線道）、 モーターウェイ （日本の高速道路
に相当）、 カラコルム蕩ハイウェイ等を利用しながら北上する形で実施した。 そのなかで、
ハｎｎｎ 期満「 サーお１そ））仕法ザハブ ｈｏ り ｈし人導１ ワー 爪Ｔ南てロ班 ／廟ふマリ轟ず、 ぽ爪ｍ
の工事風景等を目視した。 なお、 二回目の現地調査では当初、 中国が２００２年から重点的に
整備にかかわり、ＣＰＥＣの下でパキスタンから租借権を取得したグワーダル港（バローチス
ターン州）の訪問を予定していた。しかし、訪問先の調整を担ってくれたパキスタン人コー
ディネーターのワジッド◎アリ氏が、訪問許可を取得するために各関係者に打診してくれた
ものの、 結果的に許可を得ることができず、 断念せざるをえなかった。
－ １１２－
２。 中国とパキスタンの親密な関係一対インド戦略と経済的利害
　
国境を接しているパキスタンと中国は、歴史的に緊密な友好関係を構築してきた。例えば、
中国はパキスタンに対し、経済援助や技術移転および武器の供与を行うことで、積極的に親
パキスタン政策を繰り返してきた。その理由は、両国の間に対インドという共通課題が存在
するからである。 パキスタンは１９４７年の分離独立時の抗争およびその後のカシュミールの
帰属をめぐるインドとの長年の紛争により、 中国の後ろ盾を軍事的にも政治的にも必要と
してきた。一方、中国はアジアの大国のひとつであるインドへのけん制を政治的に求めてき
た。 こうした背景を受け、１９５０年代後半から両国の接近がはじまり、 その継続により現在
の親密な関係が構築された。
こうした関係を物語るひとつの事業が両国を結ぶ貿易路カラコルム◎ハイ ウェイの建設
である。１９５０年代後半に両国双方の労働者を導入する形で建設がはじまり、１９７８年に労働
者の多大な犠牲の上に完成した。 その建設途中に国境協定 （１９６２ 年） および貿易関連の二
国間条約 （１９６３年） が締結された。 アボッターバー ド（ハイバル◎パフトゥンフア州） から
カシュガル （中国） までの全長１３００キロメートルの道路である。 ハイウェイとはいうもの
の、その多くは高地の細い崖路で形成されており、走行する車両は一部を除き、スピードを
出すことは困難である。また、カラコルム山脈やヒマラヤ山脈沿いにあるため大雨や洪水等
の自然災害が起きると、がけ崩れが生じやすい。そのために、一時的に通行止め（できるだ
け短時間で、道路に落ちた岩等を取り除く作業が行われる）になることも多い。中国製品を
パキスタン市場に搬送する際の主要道路ではあるが、 通行止めになると貿易に影響が出る
こともある。
（本科研調査とは関係なく、筆者が２０１６年４月にカラコルム囲ハイ
ウェイを訪ねた際に見かけた光景）
中国とパキスタンの経済関係は、２００６ 年締結の自由貿易協定の下で以前に増して強くな
っていたが（中国企業がパキスタンで製造することを奨励し、パキスタン人の雇用の増加が
期待された）、２０１３年に中国の一帯一路構想の一環として両国間でＣＰＥＣの覚書が交わされ
たことで、 それは揺るぎない確固たるものへと発展した。 ＣＰＥＣ の下で、 中国は２０１４年か
－１１３－
ら３０年にかけて対パキスタン経済協力を実施することになり、 現在進行形である。 具体的
には、電力不足で悩むパキスタンのエネルギー問題を解決するために、パキスタン各地でダ
ムや水力◎風力発電所の建設がなされているほか（エネルギー分野が最も大きなプロジェク
トである）、 貿易路を確保するための道路建設や既存の道路の補修作業、 病院等の各種のイ
ンフラ整備が行われている。 中国にとって道路建設や補修およびグワーダル港建設援助は、
中東の湾岸諸国や欧州、アフリカへの貿易路を確保する上で必須であり、港の建設援助のみ
ならずその租借権を確保することが極めて重要な課題であった。なお、グワーダル港は２０１６
年から開港している。
　
現地調査中、事故が多いカラコルム簿ハイウェイ上で、中国企業による道路舗装工事等が
中国人技術者とパキスタン人労働者により進められているのを各所で目をこした。ＣＰＥＣ関連
プロジェクトに従事する中国人（技術者や熟練労働者）の安全確保はパキスタン軍が担って
いるため、 その工事現場に中国人がいるか否かは同軍の存在によりすぐにわかる。
３。 現地調査報告
３－１ パキスタンに駐在する中国人の増加
筆者は２０１２年からアフガン難民支援活動のために毎年のようにパキスタンを訪問してき
たが、２０１４ 年以降は空港や街中で中国人の姿を頻繁に目にするようになった。 また、 道端
でパキスタン人から「祢好」と挨拶されることが多くなった。同時に各地でＣＰＥＣを祝う看
板等を見かけるようになった。
技術者、中国企業の工事現場で働く熟練労働者に加え、
第二次現地調査中に聞き取りに応じてくれた中国人男性コンサルタントによると、 パキ
スタンは中国人の投資家の間で最も人気がある投資先になっている。 また、１，０００社以上の
中国企業 （主には建設業と貿易業） がパキスタンに事務所を開設しており、１０万を超す中
国人がパキスタンに駐在しているとのことであった。また、今後は駐在員の数がさらに増え
ることが予測される。
駐在する中国人はパキスタンに投資する企業関係者（コンサルタントや事務員を含む）や
これらの駐在員のための料理人、高
まる中国語学習熱に応えて孔子学院等の語学学校で中国語を教える語学教員等、多岐にわ
たる。ただし、基本的には単身赴任者が多く、家族とともに駐在している者は少ない。前述
の男性コンサルタントによると、中国企業は英語を少し理解できること、また（海外での）
新しい生活になじみやすいことを理由に、 年齢的に若い技術者をパキスタンに派遣する傾
向が強いという。 また、 第一次現地調査で聞き取りに応じてくれた中国人男性企業経営者
（中国の大企業の下請け企業として、 約１００人のパキスタン人と約２０人の中国人を雇用）
によると、 駐在員は圧倒的に男性が多く、 女性の駐在員 （割合的には男性駐在員の約１０分
の１）の多くは事務職に就いているとのことであった。また、投資や進出に影響を与えかね
　以下では、 第一次現地調査と第二次現地調査の結果を筆者が撮影した写真を示しながら
報告する。これらの写真を通して、パキスタンにおける中国の一帯一路構想の影響（経済面
のみならず、そこから付随して出てきた各種の影響を含む）をみることができよう。なお、
ここで示す各データは現地調査時のものである。
３－２ 各所に見られるＣＰ璽℃を祝うポスターや看板
イスラマバードの中心部にある現地の銀行 圏鞭
（ＳｏｎｅｒｉＢａｎｋ） の支店の窓には、 ＣＰＥＣ の成功 購
を求めるポスターが貼られていた。 中国語とウ
ルドウ一語および英語の３か国語が用いられて １
いる。真ん中の白いポスターには、「我々は異な
る言語を話すが、 成功を求める声は一つ」 と書
かれている。 中国人が用いる箸もデザインの絵
柄と して用いられている （右端の赤いポスタ 翻翻瞬
一）。
カラコルム◎ハイウェイ上にあるキャラバン◎サライ （隊
巻暮聾唖観圏瞳 鱗． 商宿） のひとつに掲げられていた看板には、 レストランで　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　
き蝿日韻橿糞鼻饗蝕鞭麗ず 灘－峯
提供しているメニューの上に、パキスタンと中国の国旗（両
義 謡 端） と両者が手を結ぶ様子が絵として示され、 その下には
「パキスタン◎中国と友好関係、 万歳」 と書かれていた。
このキャラバン◎サライの庭には、中国の建設会社「中国
交通建設股粉有限公司」（中国交建）のトラック （同社の白
色と青色のロゴ付き）が止まっていた。当然ながら、トラッ
クに貼られている注意事項も中国語と英語で表記されてい
る。
カ ラ コル ム ◎ハイウェイ上やその周辺地域では、 中国企
業が担う多数のＣＰＥＣ関連プロジェクトが多数進行中であ
るため、 こうした中国
企業のトラックは随所
鰹 ．
轍 寵　　　　　　
③－＄中国食品を販売するスーパー◎マーケット
－ １１５－
イスラマバード中心部には中国人駐在員の増加にともない、 これらの人々を対象とする
スーパー マーケット「中隼国」が開店している。販売物の多くは中国食品であったが、中
国製の医薬品も陳列されていた。店員は中国人であり、レジの横には無料の中国語週刊新聞
「華商報」が置かれていた。スーパー◎マーケットの入り口の横には、中国人専用のセキュ
リティ会社「中国安保技米集団」（中国のセキュリティ会社）の大きな広告パネルがあった。
訪ねた時間が多くの駐在員の就労時間中の昼間であったため、客はみかけなかったが、就労
後に多数の中国人が買い物に来ていると思われる。
　　　　　　　　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　
３－４ 高まる中国語学習熱－孔子学院と中国語学科
イスラマバー
教室や事務室等がある）では、多数のパキスタン人
聞き取りに応じてくれた学院長によると、これらの
企業への就職、②中国企業での通訳、②中国での起業
ドの国立現代語大学内に開設されている孔子学院（同大学の経営学部棟に
ミ （多くは若者）が中国語を学んでいる。
学生の多くは将来、①パキスタンの中国
　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　 　　　 　
国の大学（例えば、北京大学、末北姉苑大学、上海外国楕大学等。 ビジネスの機
州の大学で学ぶ者もいる）に留学する者もいる。パキスタンと中国との経済的つ≠
の学習熱である。 なお、 孔子学院はカラチ大学のなかにも開設されている。
瞳霞霊園 各党言再生 はー ロ あた」り ４５分湾受業を ２
な
９０分） 受け、３か月 で１コースが終了する。 コー
スは３ コース開講さ
れている。授業料は１
コ ー ス あ た り ５，０００
ルピー （日本円で約
５０００円） である。 教
科書は双清水平考試
（ＨＳＫ） の６級までのレベルのものを使用することになってい
るが、 実際には６級レベルまで教えることはできていない
－ １１６
一日あたり５コマ （１コマ１時間） を学んでいる。
イスラマバードには孔子学院や国立現代語大学
以外の中国語学校（民間）が開設されている（写真
はイスラマバードの中国語学校）。 中国語学習熱の
大きな高まりの証左であろう。 カラチも同様であ
る。
第二次現地調査中に宿泊先のチラスのホテルで
中国人技術者のための通訳を務めているパキスタ
ン人と話をする機会があった。 元ドライバーであ
った彼は中国語を独学し、通訳になったとのことである。ただし、漢字が難しいことから、
読み書きはできないとのことであった。
　中国語学習熱の高まりとともに、 パキスタンに留学する中国人留学生も増加している。
１９８０ 年 １１ 月 に開校された国際イスラーム大学 醤膜轡灘瞳霞竪
　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（ｌｎｔｅｍ‐ａｔｉｏｎａｌｌｓｌａｍｉｃＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙ） イ ス ラマバ ー ド
　　　 　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＄－５ 中国企業の工事現場 （１） 道路工事
カラコルム◎ハイウェイに向かう途中で、ＣＰＥＣ
の重要プロジェクトのひとつである道路工事 （モ
ーターウェイの工事と思われる） の現場を訪問し
た。 パキスタン人の労働者しか確認できなかった
が、 工事現場できい
たところ、 中国人技
術者等も現場にいる
璽耕轟艇麗鰯灘灘 燕 とのことであった。
工事現場に設置されていた車間注意を１疋 有ィ双は、 大戸百Ｌ
があるパキスタンのエネルギー会社である。 石
油やガス、電力等を取り扱っている。被雇用者は
全員パキスタン人であり、 パキスタンに登記し
ているパキスタン人の会社ということになって
いるが、 親会社は北京に本社がある中国のエネ
ル ギ ー 会 社 の 「朕 合 能 源」 （Ｕｎｉｔｅｄ Ｅｎｅｒｇｙ
Ｇｒｏｕｐ／ＵＥＧ） である。 パキスタン法上、 パキスタ
ンで投資をする場合は、 あらたにパキスタン人
－ １１８－
所有の会社をつくることが条件のひとつとされているからである。 両者ともロゴは同じで
ある。 会社入りロの受付の壁には、「ＵＥＰの風力発電プロジェクトは、 ＣＥＰの１４最優先プ
ロジェクトのひとつである」 と書かれたバナーが掲げられていた。
　
聞き取りに応じてくれた 馴ＥＰの社員によると、 少なくとも自分が担当している風力発電
プロジェクトにおいては、 中国人とパキスタン人の双方が ＣＰＥＣ を通して互いに学びあっ
ているのを感じるとのことであった。また、パキスタン人は家族中心主義の傾向があり、中
国大は仕事ベースで動く傾向があると思うが、 そうした異なるメンタリティを今では互い
ようになったりしているとのことであった。また、パキスタン人の中国語学習熱が高まって
いる一方、中国人の駐在員のなかにも滞在が長くなり、ウルドウ一語を学ぶ者たちが出てい
るとの指摘もあった。今後の関係に関しては、中国とパキスタンの歴史的な深い関係ゆえに、
今後はさらにより深い関係を築くことができるのではないかとの期待が語られた。
なお、馴ＢＰが運用を請け負ってきた風力発電所は、シンド州のジムビールにある。風力発
電の建設は２０１２ 年に始まり、２０１６ 年に完了した。２０１７年から発電所としての運用がはじ
まり、現在にいたっている。建設のピーク時には、３００人から４００人ほどの中国人労働者（技
術者や熟練労働者。多くは男性）が現場で働いていたという。建設現場ではパキスタンと中
国の音楽を流す音楽祭等も行われ、双方の文化交流が図られた。また、労働者が使う台所は
パキスタン入用と中国人用にわかれていたが、 双方が料理をわけあう等の交流もなされて
いたとのことである。また問題となる豚肉であるが、そもそもパキスタンでは豚肉の入手が
困難であり、また現地で購入する食材はハラルであるため、料理の交換でも問題は生じなか
ったそうである。
３－７ 現場に派遣されている若い中国人の技術者の話
－１１９－
運用時期に入っているＵＥＰの風力発電所には、 訪問当時７０人から８０人の中国人労働者
（技術者と熟練労働者）が駐在していた。湖北省にある「中国葛洲坂集団股傍有限公司」（中
国能建）から派遣された者である。ここでは、滞在が２年におよぶ中国人技術者３人（女性
１人、 男性２人。 年齢は２４歳、２５歳、３２歳） か
ら話を伺うことができた。 一人は既婚者であり、
妻を中国に残して単身赴任をしている。 事務所
兼居住用に使われている建物には、 中国人２０人
（この ３ 人を含む） が住んでいるとのことであ
ったが、 見学時に目にした駐在員は一様に若か
った。また、中国人の料理人も住んでいる。この
建物の中には、中国葛洲坂集団股傍有限公司の
安全目標、同社の紹介、プロジェクトの概要を中国語と英語で示したボードが置かれていた。
　
３人の技術者によると、駐在員は電話やインターネット上のビデオチャット、微信等を使
って家族と連絡を取り合っている。屋外は気温がとても高いため、休日や仕事後はバスケッ
ト等の球技をしたり、ジムを利用したりして時間を過ごすことも多い（食材を買うために、
週３回、 セキュリティ◎ガード付きでカラチに行っている）。 パキスタン料理はケバブ等が
ウイグル料理に似ているため、食べやすいと感じるとのことであった。ウルドウ一語は少し
だけ話すことができるようにはなったが、 パキスタン人とは基本的に英語で交流をしてい
るとのことであった。
女性技術者によると、赴任前は家族が治安面で心配したが、自分はパキスタン人の対中感
情が良いことを聞いていたため、家族ほどの不安を感じなかったという。快適に暮らしてお
り、パキスタン人をフレンドリーと感じることも多く、またパキスタン人の友人ができたこ
とからも離れがたい気持ちが湧いているとのことであった。
３－８ 厳重なセキュリティ
カラコルム ◎ハイウェイ上に、「中国交通建設
股扮有限公司」（中国交建）の大きな事務所が開
設されている。入口付近には、セキュリティ対策
のために土嚢がたくさん置かれている。建物の壁
には、 「ともに一帯一路を構築しよう、 パキスタ
ン◎中国間の友好万歳」等と書かれた青いバナー
が貼られている。
撮影のためにカメラを構えたら、パキスタン人
のセキュリティ◎ガー ドが門から出てきて、厳し
い顔で追い払われた。
－ １２０－
３－９
　
パキスタン◎中国友好トンネルーカラコルム◎ハイウェイ上で
２０１５年９月、 ヵラ レム◎ハイウェイの中国国 奮 墨一 顧 璽欄圏
境に近いアツタバード（ギルギット◎バルテイスタ 『欄÷璽酵 墨～”
－ン州）で、中国からの支援を受けてパキスタン高 響 き
速道路公社（Ｎａｔｉ鵬ＩＨｉｇｈ靴ｙＡｕ仇ｍ拶）が建設し 薄ミ 三 雲
た５っのトンネル（パキスタン◎中国友好トンネ 圃 さご 茅 謝
り、 せき止められた川の水により湖ができたこと 識嘉灘鞭滋義鋳毒鐘轟嚢嚢認識潮騒璽霊園灘圃麟璽麟～ ㈱－
で周ｉ刀の村がフｋ没したりする等の大きな棺害が牛巳だ その復興作業の一環｝してトンネ
は、両国の貿易路として極めて重要なものであるため、その復興はＣＰＥＣの進行にとっても
必要不可欠であった。
第１ トンネルの近くの道路上の壁には両国の国旗
とともに英語と中国語で 「パキスタン◎中国間の友好
万歳」 が大きく書かれていた。
象 おわりに
二度にわたる現地調査を通して、 パキスタンによる中国への経済依存の状況が明確にな
った。ＣＰＥＣの研究をしているパキスタン人研究者によると、歴史的な政治◎軍事上のつな
がりゆえに両国の関係は友好であり続けているが、ＣＰＥＣがパキスタン社会に与える文化的
インパクトについては研究上明らかにはなっておらず、 実際のところ現在はまだ両国の文
化的な違いを互いに理解していくための準備段階にあるのではないか、 とのことであった。
中国の子会社で働くパキスタン人社員は両者のつながりが現場では構築されてきていると
キスタン貿易商からも話を聞くことができた。ビジネスマン的感覚として、パキスタン市場
が中国企業に支配されることを警戒しており、 将来的に両者が相互関係を築くことができ
るか否かはわからないとのことであった。 経済的に脆弱なパキスタンが中国への過度な経
－１２１ －
済依存から抜け出す術を見いだせなければ、この貿易商が指摘するように、今後も両者が経
済面でウインウインも近づくことは困難といえるのではないだろうか。
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